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URL: https://www.bayh-dole.ip.amed.go.jp/

「バイ・ドール報告受付システム」とは？

〇知財様式３～５を、AMED知財部に提出するためのシステムで、平日の８時～２２時稼働しています。
〇各機関に発行するユーザIDは１つです。知財様式を提出する部署が複数ある場合は共有をお願いします。
〇従来のPrimeDriveによる提出は2019年7月までとさせていただきます。

新システム・従来法
併用期間（４月～７月）
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従来法との違いは何か？

〇事務作業の簡素化
・（知財様式３，４提出時に）AMEDにPrime Drive回収キーの発行を依頼する必要がなくなります。
・以前に入力した書誌事項を再利用でき、知財様式に書誌事項を入力する手間が低減されます。

〇情報漏洩リスクの低減
・電子メールに誤って知財様式 別紙を添付する等のヒューマンエラーによる情報漏洩がなくなります。

委託
研究機関

AMED
知的財産部

PrimeDrive

バイ・ドール報告
受付システム

課題名や提出済の知財様式３～５が登録済

①Prime Drive回収キーの発行依頼

②Prime Drive回収キーの発行

③知財様式の提出

①知財様式の提出 ②知財様式の承認

④知財様式の承認

今後の
手続き

従前の
手続き
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初期登録方法

①４月１日に、各研究機関様に、ユーザID、E-mailアドレス、住所の登録を依頼するメールをお送りしています。
※メールが届いていない研究機関の方は、bayhdole@amed.go.jpまでご連絡ください。

②ユーザID、E-mailアドレス、住所のご登録をいただいた研究機関様には、システムにアクセス可能な「ユーザID」
「仮パスワード」を、順次、郵便書留でお送りします。

③「AMED BayhDole bayhdole@amed.go.jp」から、ご登録
いただいたE-mailアドレスに届く「ユーザー登録確認メール」の
URLをクリックしてください。

④「ユーザー登録確認」画面に遷移しますので、
パスワードの変更、秘密の質問の設定をお願いします。

※パスワード、秘密の質問とも、変更可能です。

URLをクリック

「ユーザー登録確認」メール

<パスワード設定時の注意>
・８文字以上でお願いします。
・大文字、小文字、数字、記号のうち
少なくとも３種類を含める必要があります。

「ユーザー登録確認」画面
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ログイン方法

URL: https://www.bayh-dole.ip.amed.go.jp/

以下URLにアクセスしていただき、ユーザIDと
変更いただいたパスワードをご入力ください。

※「ユーザー登録確認」画面でパスワードを変更いただくと、
そのままログイン画面に遷移します。

２段階認証の画面に遷移しますので、
設定した「秘密の質問」をご選択いただき、
回答を入力してください。

ログイン画面
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トップ画面→やりたいことの選択

「機関名」に貴機関が記載されているか、ご確認ください。

1

2

3

4

5

項番 説明

1 登録されている課題の一覧画面に遷移します。
AMED課題を選択して、発明等報告（知財様式３）を提出できます。

2 知財様式３提出済みの課題の一覧画面に遷移します。

知財様式３提出済み課題を選択して、知的財産権出願報告（知財様式４）を
提出できます。

3 知財様式３，４提出済みの課題の一覧画面に遷移します。

知財様式３，４提出済み課題を選択して、知的財産権出願後状況通知（知
財様式５）を提出できます。

4 貴学のバイ・ドール報告の提出状況の一覧が表示されます。

5 貴学のユーザ情報を変更できます。
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発明等報告（知財様式３）の提出方法①

課題一覧から、発明等報告（知財様式３）を提出したい課題を選択します。
リストから選択していただくか、検索機能（課題番号、課題名（部分一致）での検索が可能）で検索していただくことが可能です。

課題番号、課題名での検索が可能
1
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1

発明等報告（知財様式３）の提出方法②

研究課題番号、委託先機関名、事業名、プログラム名、研究開発課題名が記載。

研究開発担当者

知財担当者情報

「所属・役職」、「氏名」が記載。

「所属・役職」、「氏名」、「電話」、「ＦＡＸ」、「知財担当者E-mail」が記載。

※「知財担当者情報」の修正時に用いる

提出時は「新規作成」をクリック！
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発明等報告（知財様式３）の提出方法③

本委託研究開発の知的財産担当者等

発明

AMED知財相談（Medical IP Desk)における支援希望

「所属 役職」、「氏名」、「メールアドレス」、「電話番号」、「提出日」を入力。

「研究機関名」、 「所属 役職」 、「氏名」、「課題管理番号」、「事業名」、「プログラム名」、「研究開発課題名」、
「分担研究開発課題名」、「受託機関（再委託元）名」、「研究開発担当者」、「知的財産権帰属先」が記載。

「発明等の名称」、「発明に貢献した発明者」、「権利の種類」、「出願予定の有無」、
「研究成果の実用化のイメージ」を入力。

提出者

②発明等の概要を記載した書類を添付してください。

③一時保存／提出を選択してください

①書誌事項を入力／確認してください。

「相談内容」、「自由記入欄」、「補足調査の支援希望」を入力。
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知的財産権出願報告（知財様式４）の提出方法①

課題一覧から、知的財産権出願報告（知財様式４）を提出したい課題を選択します。
リストから選択していただくか、検索機能（課題番号、課題名（部分一致）、研究開発担当者等での検索が可能）をご利用ください。

課題番号、課題名、研究開発担当者等での検索が可能

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

2
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知的財産権出願報告（知財様式４）の提出方法②

※書誌事項の修正時に用いる

提出時は「新規作成」をクリック！

提出者

本委託研究開発の知的財産担当者等

発明

書誌事項（知財様式３提出時に記入済）

氏 名
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知的財産権出願報告（知財様式４）の提出方法③

本委託研究開発の知的財産担当者等

委託研究開発

AMED知財相談（Medical IP Desk)における支援希望

「所属 役職」、「氏名」、「メールアドレス」、「電話番号」、「提出日」を入力。

提出者

①書誌事項を入力／確認してください。

出願

「権利の種類」、「出願国・地域」、「出願番号」、「出願年月日」、「発明等の名称」、「出願人」、「発明者等」、
「優先権主張」、「特許法３０条適用」等を入力。

「相談内容」、「自由記入欄」、「補足調査の支援希望」を入力。

②出願内容を記載した書類を添付してください。

③一時保存／提出を選択してください
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知的財産権出願後状況通知（知財様式５）の提出方法①

課題一覧から、知的財産権出願後状況通知（知財様式５）を提出したい課題を選択します。
リストから選択していただくか、検索機能（課題番号、課題名（部分一致）、研究開発担当者等での検索が可能）をご利用ください。

課題番号、課題名、研究開発担当者等での検索が可能

氏 名

氏 名

3
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知的財産権出願後状況通知（知財様式５）の提出方法②

本委託研究開発の知的財産担当者等

委託研究開発

AMED知財相談（Medical IP Desk)における支援希望

提出者

出願

※提出済の知財様式４の修正に用いる

提出時は「新規作成」をクリック！

氏 名
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出願後状況通知

権利登録通知

権利取下・放棄予定

「所属 役職」、「氏名」、「メールアドレス」、「電話番号」、「提出日」を入力。

「出願に係る特許権等の種類」、「出願番号」、「発明等の名称」を入力。

「登録国・地域」、「登録番号」、「登録年月日」、「権利者名称又は氏名」を入力。

様式５提出者

②必要に応じて添付ファイルを添付してください。

③一時保存／提出を選択してください

知的財産権出願後状況通知（知財様式５）の提出方法③

「登録番号」、「出願人名称又は権利者名称又は氏名」、「取下・放棄年月日」を入力。

※権利登録の場合

※権利取下・放棄の場合

添付書類 ①書誌事項を入力／確認してください。
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提出状況一覧の確認方法

各課題について、知財様式４、知財様式５の提出状況が一覧で表示されます。

4

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名

氏 名
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ユーザー情報変更の方法

5

パスワード、ユーザー名、メールアドレスを変更することが出来ます。
※ユーザーＩＤ、グループは変更することができません。

①変更したい項目を入力してください。

②「変更申請」を押してください。

17



18

ご注意いただきたい事項① 知財様式７の提出

研究機関Ａ

非承継※

研究機関Ｂ

ＡＭＥＤ

譲渡（移転）

出願時に
知財様式４提出

（ケースＡ）
研究者の発明を機関側が承継しなかった場合でも、発明を
第三者に譲渡（移転）する場合、知財様式７の提出が必要です。

研究機関Ａ

承継

研究機関Ｂ

ＡＭＥＤ

出願時に
知財様式４提出持分の一部譲渡

（移転）

（ケースＢ）
持分の一部のみを第三者に譲渡（移転）する場合であっても、
知財様式７の提出が必要です。

ＡＭＥＤ委託事業の成果として得られた知的財産を移転する場合は、事前にＡＭＥＤの承認が
必要です。例えば、海外への技術流出のおそれがある場合等、ＡＭＥＤが移転の承認をしな
いケースもあり得ますので移転を行う前に必ず知財様式７による手続をお願いします。

なお、知財様式７が提出されないまま知的財産を移転した場合、バイ・ドール報告受付システ
ムの設定変更ができず、移転先の研究機関が知財様式４（特許出願の報告）等を提出できま
せんので、御注意ください。

また、以下のケースは知財様式７の提出が必要ですが、特に忘れやすいケースですので、御
注意ください。

※）大学の知財審査委員会等で、
発明と評価しなかった場合も含む。 18
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ご注意いただきたい事項② 産業技術力強化法改正への対応

これまでは、日本版バイ・ドール規定の適用を受けて特許出願をする場合・・・

【国等の委託研究の成果に係る記載事項】

平成３０年度、ＡＭＥＤ委託事業、産業技術力強化法第１９条の適用を受ける特許出願

産業技術力強化法における日本版バイ・ドール規定の条文番号が変わりました。 １９条→１７条

今後（２０１９／４／１～）は、日本版バイ・ドール規定の適用を受けて特許出願をする場合・・・

【国等の委託研究の成果に係る記載事項】

平成３０年度、ＡＭＥＤ委託事業、産業技術力強化法第１７条の適用を受ける特許出願

分割出願・変更出願等についても、現実の出願日で判断します。
平成何年度の課題であったか、成果が創出されたタイミング等は関係しません。

https://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/innovation_policy/bayh_dole_act.html
【参考：経済産業省HP】
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お問い合わせ先

AMEDに対するバイ・ドール手続や、バイ・ドール報告受付システムについて、お問い合わせが
ございましたら、以下にご連絡ください。

お問い合わせの例：
・バイ・ドール報告受付システムにアクセスできない
・バイ・ドール報告受付システムの使い方が分からない
・提出したはずの知財様式のデータが登録されていない

また、ご要望があれば、各機関に訪問し、個別にバイ・ドール受付システムの説明を行います。

バイ・ドールの手続、報告受付システムについてのお問い合わせ先

bayhdole@amed.go.jp
担当：幸田、中村

※）知的財産、AMED成果に関する導出・パートナリングの相談、支援依頼等も受け付けています。

https://www.amed.go.jp/chitekizaisan/toriatsukai.html
※）AMED知的財産部のバイ・ドール報告に関するホームページもご参照ください。


